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日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
岡
山
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
福

祉
援
護
課
の
協
力
の
も
と
、
六
回

目
の
中
国
帰
国
者
問
題
写
真
展
を

開
催
し
ま
し
た
。 

展
示
内
容
は
、
岡
山
県
竜
爪
開

拓
団
関
係
者
を
中
心
に
、
中
国
帰

国
者
の
日
本
語
教
室
、
残
留
日
本

人
孤
児
の
「
語
り
部
」
活
動
、
配
偶

者
支
援
な
ど
で
す
。 

三
日
間
で
、
校
外
学
習
の
ひ
と
つ

と
し
て
参
観
し
た
芳
田
日
本
語
学

習
講
座
、
さ
い
で
ん
日
本
語
教
室

（
月
）
の
講
師
・
受
講
生
な
ど
約
二

〇
〇
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

取
材
も
三
件
（
山
陽
新
聞
・
山
陽

放
送
・
赤
旗
）
あ
り
ま
し
た
。
平
本

さ
ん
（
中
国
帰
国
者
の
尊
厳
を
回

復
す
る
岡
山
の
会
、
副
会
長
）
や
船

越
さ
ん
（
岡
山
市
の
支
援
・
相
談

員
）
は
取
材
に
応
じ
「
孤
児
問
題
の

歴
史
」
及
び
現
在
の
緊
急
課
題
で
あ

る
「
孤
児
と
苦
楽
を
と
も
に
し
た
配

偶
者
へ
の
支
援
」に
つ
い
て
一
生
懸
命

説
明
し
ま
し
た
。 

同
時
に
参
観
し
た
人
々
に
、
中

国
語
と
日
本
語
の
両
方
を
使
っ
て
、

知
る
こ
と
の
大
切
さ 

強
く
感
じ
た 

私
を
含
め
、
い
ま
の
若
者
は
戦
争

を
知
り
ま
せ
ん
し
、
知
ろ
う
と
し
な

い
無
関
心
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

た
だ
、
記
事
（
展
示
物
）
を
拝
見
す

る
と
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
考
え
た

時
に
過
去
に
あ
っ
た
こ
と
、
実
際
に

ど
う
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
て
、
ど
う
い

っ
た
被
害
を
受
け
た
の
か
、
国
の
対

応
を
ど
う
受
け
止
め
る
必
要
が
あ

る
の
か
な
ど
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

こ
う
い
っ
た
場
を
設
け
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

軍
治
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
ド
ラ

マ
？
は
私
も
見
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
！！
ち
な
み
に
最
近
中
国
語
を
勉

強
し
始
め
ま
し
た
よ
（笑
） 

岡
山
南
高
校
卒 

宮
崎
明
日
香 

っ
て
い
ま
す
。  

中
国
映
画
の
草
創
期
の
名
作
を

と
お
し
て
、
中
国
の
歴
史
と
そ
の
時

代
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
中

友
好
協
会
倉
敷
支
部
で
は
、
６
作

品
す
べ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
し
、
毎

月
映
画
会
を
し
て
い
ま
す
。
今
日
は

「阿
片
戦
争
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
上
映
会
で
準
会
員
さ
ん
が

増
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
継
続
は
力

な
り
」で
す
。  

 
 

大
本
芳
子 

う
に
思
い
出
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。  

寄
り
添
っ
た
支
援
と
は
？
憤
り

を
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
見
に
来
て

い
た
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
、

「
こ
う
し
て
皆
が
知
る
と
言
う
事
は

良
い
こ
と
だ
『
展
示
コ
ー
ナ
ー
室
』
が

設
置
さ
れ
て
、
誰
も
が
自
由
に
見
て

い
く
事
が
で
き
た
ら
良
い
で
す
ね
。
」

と
同
じ
思
い
で
す
。 

誰
も
が
願
う
、
戦
争
は
惨
い
、
惨

い
戦
争
は
絶
対
に
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。 

日
中
岡
山
理
事 

三
宅 

４
月
20
日
、
１４
：
００
か
ら
倉
敷

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
日
中
友

好
協
会
倉
敷
支
部
主
催
の
映
画
会

を
行
い
ま
し
た
。  

日
中
友
好
協
会
本
部
で
は
、
日

中
国
交
回
復
４０
周
年
を
記
念
し

て
、
新
中
国
建
国
時
代
に
製
作
さ

れ
た
映
画
「
白
毛
女
」
「
ニ
エ
ア
ル
」

「
阿
片
戦
争
」
「
農
奴
」
「
五
人
の
娘
」

「
ア
ニ
メ
孫
悟
空
」
の
６
作
品
に
つ
い

て
デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
作
業
を
行

「
配
偶
者
支
援
の
署
名
」
を
訴
え
、

五
二
筆
を
集
め
ま
し
た
。 

次
に
、
日
中
岡
山
の
理
事
と
し
て

準
備
、
受
付
、
片
付
け
に
参
加
し
た

三
宅
さ
ん
の
感
想
と
岡
山
南
高
校

卒
業
生
（
宮
崎
さ
ん
）
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

平
和
の
も
と
で 

生
き
る
こ
と
痛
感 

人
間
が
人
間
ら
し
く
当
た
り
前

に
平
和
の
も
と
で
生
き
る
。
と
い
う

こ
と
の
痛
感
の
３
日
間
で
し
た
。 

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
展 

─

中
国
残
留
孤
児
の
歴
史
を
通
し
て
配
偶
者
支
援
を
訴
え
る─

 

日
中
岡
山 

小
林
軍
治 

そ
の
為
に
ま
ず
や
る

事
は
？
自
問
自
答
し
て

し
ま
い
ま
す
。 

市
役
所
の
一
階
ホ
ー

ル
の
中
国
帰
国
者
の
パ

ネ
ル
写
真
展
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
だ
け
が
ま
る
で
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
様
だ

っ
た
。
皆
さ
ま
も
熱
心

に
見
て
お
ら
れ
ま
し

た
。 

残
留
孤
児
の
方
々
も
古

希
の
年
代
に･････ 

さ
ま
ざ
ま
な
理
不
尽

な
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ

芳田日本語講座の参観者 前列左端が三宅さん 

岡山南校卒業生 宮崎さん 

 

 

 

 

中村桃子『女ことばと日本語』（岩波新書 2012、￥800） 

はじめに、31 ページに引用されている福沢諭吉の「天は人の上に人

を造らず人の下に人を作らず」と宣言した･････とあるのは訂正を要し

ます。原文は「･････造らずと言えリ。」とあり、だれかが言ったそうだと

いう受け売りである。誤って伝えられている福沢神話のひとつ。 

いい本です 

女ことばは、日本語の伝統？と書かれた

帯のとおり、つくられた伝統としての女こと

ばの歴史を、「なぜ、なぜ」と問いながら、

学者や文筆家や政治家の思い入れや迷

いごとを文献にてらしつつあばき出してい

ます。ニホン語の優秀論、男と女の性の位

置づけなど、過去の流れを具体的に証明

してくれています。 

竹内 

新
中
国
草
創
期
の
中
国
映
画 

＝
「阿
片
戦
争
」の
上
映
会 

2288 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

５
月
２１
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

貝吹 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の

不
断
の
努
力
に
よ
り
、
保
持
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
→
ト
ル 

国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
っ
て
→
ず
、
自
由
及
び

権
利
に
は
責
任
及
び
義
務
が
伴
う

こ
と
を
自
覚
し
、
常
に
公
益
及
び
公

の
秩
序
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
（
加

筆
）
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
こ

れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
」
→

（
削
除
）
。
１１
条
の
内
容
は
軽
め
の

 

以
下
は
憲
法
の
条
文
の
う
ち
、
自

民
党
草
案
で
変
わ
っ
た
部
分
を
太

字
に
、
→
の
あ
と
が
変
え
ら
れ
た
部

分
で
す
。
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
ね

ら
い
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

 

１１
条
「
人
権
の
享
有
」
「
国
民
は
、

す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨

げ
ら
れ
な
い
→
す
る
。
こ
の
憲
法
が

国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権

は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の

権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国

民
に
与
え
ら
れ
る
→
で
あ
る
。
」  

１２
条
「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障

内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
は
、
ご
両
親
も

来
日
さ
れ
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。 

宴
は
、
二
人
の
人
柄
を
反
映
し

て
、
日
中
両
国
の
人
々
が
気
楽
で
心

温
ま
る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
草
の
根
の
日
中

友
好
で
す
。 

小
林
軍
治 

４
月
２０
日
、
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

で
馬
小
菲
さ
ん
と
佐
々
木
幸
喜
君
の

結
婚
披
露
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

馬
さ
ん
は
岡
山
大
学
で
勉
強
の
か

た
わ
ら
、
日
中
岡
山
支
部
の
中
国
語

講
座
の
講
師
、
中
国
残
留
日
本
人
孤

児
の
支
援
相
談
員
、
法
廷
通
訳
、
連

合
岡
山
の
労
働
相
談
と
多
方
面
に

わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
も
弁
護
士
、
大
学
の
先

生
、
連
合
岡
山
の
役
員
、
中
国
帰
国

者
、
中
国
語
講
座
の
受
講
生
と
多
彩

で
し
た
。 

か
れ
の
友
人
３０
人
余
り
と
合
わ

せ
る
と
約
１
０
０
人
の
出
席
で
し
た
。 

表
記
に
な
っ
た
こ
と
、
問
題
は
１２
条

で
す
。
憲
法
の
横
線
部
は
連
動
し
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
人
権
は

「
国
民
の
不
断
の
努
力
」
に
よ
り
国
家

権
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
介
入
さ
せ
な
い
た

め
に
も
自
ら
「
責
任
を
負
ふ
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
削
除
し
て
「
公
益
・

公
の
秩
序
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

趣
旨
を
捻
じ
曲
げ
、
統
治
者
サ
イ
ド

の
条
文
に
変
わ
り
、
そ
の
た
め
９７
条

の
存
在
は
許
さ
れ
ず
、
全
面
削
除
し

た
も
の
で
す
。
１３
条
は
既
述
。 

自
民
党
の
国
防
国
家
構
想 

―
「日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」（
２
０
１
２
．
４
．
２７
）
の
検
討
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
大
学
名
誉
教
授 

小
畑 

隆
資 

四
、
「
基
本
的
人
権
」
と
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」 

五
、「
立
法
、
行
政
及
び
司
法
の
三
権
分
立
に
基
づ
く

統
治
」
―
日
本
国
の
第
三
規
定 

自
民
党
草
案
で
は
、
元
首
に
祭
り

上
げ
ら
れ
た
天
皇(

日
本
国
の
第
一

規
定)

も
「
国
政
に
関
す
る
機
能
」
か

ら
排
除
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

基
本
的
人
権(

同
第
二
規
定)

も
「
公

益
及
び
公
の
秩
序
」
で
規
制
さ
れ
る

―
―
で
は
統
治
者
は
誰
？ 

そ
れ
は

草
案
の
前
文
に
「
立
法
、
行
政
及
び

司
法
の
三
権
分
立
に
基
づ
い
て
統
治

さ
れ
る
」
と
規
定
し
た
「
統
治
」
の
政

治
的
主
体
で
す
。
三
権
の
長
の
選
出

権(

同
第
三
規
定)

を
も
つ
政
権
与
党

に
行
き
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

天
皇
を
神
棚
に
祭
り
上
げ
、
国
民

を
お
客
様
扱
い
す
る
装
い
で
客
間
に

閉
じ
込
め
、
実
は
一
家
（
国
家
）
の
主

人
公
と
し
て
実
権
を
掌
握
し
よ
う
と

い
う
の
が
自
民
党
草
案
の
国
家
構

想
で
し
ょ
う
。
現
行
憲
法
に
な
い

「
統
治
」
と
い
う
言
葉
が
こ
の
第
三

規
定
で
初
め
て
登
場
し
ま
し
た
。 

安
倍
首
相
の
つ
く
り
笑
顔
に
ご

ま
か
さ
れ
ぬ
よ
う
、
大
い
に
憲
法
を

学
び
、
許
し
難
い
改
悪
の
た
く
ら
み

を
許
さ
な
い
た
め
に
、
数
多
く
の
人

に
広
げ
阻
止
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
に
日
中
友
好
！ 

左から何さん 佐々木君 小林さん 馬さん 

この５地域からひとつ

ずつ、中国語、ハワイ

語、西部アメリカ語、ス

ワヒリ語、フランス語、

の５つと日本語を比べ

てみよう。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 46  

竹内和夫 

 

 

ニホン語はむずかしい？（２） 

 

A： ニホンには目の不自由な人が３０万人いるというが、字

が読めない人に、ニホン語はないのかな。 

B： 視覚障害者も立派なニホン語の使い手だよ。話したこと

があるんだ。 

C： 駅や歩道に、黄色いボツボツのものが日本中にあるの

は、視覚は言語にとって必要条件ではないということ？ 

A： 点字を習った人は、すごいはやさで本を読むことができ

る。指先の感覚は視覚の倍くらいの認識力があるそう

だ。心理学的には耳のほうが、すぐれているらしい。 

B： 本題にもどって、ことばのむずかしさとはなんなの？ 

C： 人類は呼吸器官を利用して、音声言語を手に入れたとい

うのが定説だ。肺臓と気管と声帯と口腔と鼻腔と舌と歯

と唇･････全部を動員して音声をつくってきたのだ。 

A： ずっとまえにやってみた②③④を復習しておこう。だい

じですよ。 

B： いま世界に3,000以上の言語がみとめられている。

Ethnologue, Languages of the world(Texas 2009)では

6,909言語という。およその分布は下のグラフのようで

ある。  
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